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［：はじめに

　ATVIAII　TCrrain　Vchicle）tよ，！；？さ！！しもlli［」イf：ハ…Ela）よう1こ

トレ・一ルライディング，ハンティング，農場でのユー．一テ

ィリテTユー・スなど，様々な用途で活川さ〕している．メ

インll∫場てちるUSAのllfj易1・見模も、1991年には15万台の

税濡要であ・ゾも〃）が，各社Of）・・AV　1）モデルa）側祠樽

人にLり，　1996年に｛よ31万］パま『ご詰㍑及力ご」戊人ノ＼してきてL・

る．　．．こOf）ような’il：1：i乏J（1広ノ＼　Of）lll，　『イ．一・トー・ノー∫ーソクニ巳う：t’ルひ）

f～：）良により：11；1及11’llj占にも変fヒカ1’～じ）らi）iし，〉’兄争・もより｛敦

fヒし『（一き／1．

　そこで，ヤマハ発動良」］」として多様なユ…ザ…ニ…

ズに対応するためATVでは初めてψ）エンジンブレ…キ

付オ・・トマチックJ．ンジンを搭収したマルチハー．．パス

ATV［YFM600FWA　GRIZZLY　i（図1｝を導人するこ

ヒにな・・た．ここにその概波ご紹介する．

「ご開発の狙い
L；t－一一一

　本開発の6H．いは，オートマチックATVのj∬点モデル

として多様なユーザーニーズを満足させられるよう，

1ファン走行からユーティリティ走行まで色々使える

ATV　1，「ビギナーから経版者までだれでも楽に束れる

ATV　1をキー一一ワー一ドに，　Lり、ドの3」∬日にi下：，点をおいて

開発を行った．

q）所有感のある中1↑各，スタイリングと機動↑生の両、‘tl

（2）走破性と乗り心⊥也の両、Z

（3）ノY「ノブノレ’ご］及Ltl♪く♪－5＾く，

　エンジン性能

シャープな／川速感のある

図1　YFM600FWA　GRIZZLY
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マルチパーパスAW　YFM600FWA

回エンジン関係

　「頂点モデルとして色々使えて，だれでも楽に乗れる

ATV」を実現するため，排気｝1｛：はATv最大の600ccとし，

ATV初のエンジンブレーキを付加したVベルトオート

マチックトランスミッションを採用し，オンコマンドデ

ィファレンシャルとの組み合わせにより，幅広い機能を

持たせたエンジン（図2）を開発した．以卜’に特微を紹

介する．

3．1　エンジン全般

　（1）エンジンはボア（95mm）×ストローク（8fl　mm）

　　とし，4バルブシリンダヘッドとBST40キャブレタ

　　の採川により，パワフルなトルク特性を実現した．

（2）飛び込み式スタータ，非円形クランクウエブの採

　用により，クランク軸］・一の慣性マスをflk減し，シャ

　ープなレスポンスを実現した．

オートマチックテコンプ

非円形

クランクウエブ

図2　エンジンフィーチャーマップ

発生させる機構を採用した．この機構により，迎常

の走行においても，従来のセミオ…トと称されるハ

ンドクラッチを持たない多段変速のモデルに近い走

行フィーリングとすることができた．

（2）ベルト軸問215Inmの中で，ベル1・変速比（L／T）

　は，マニュアルミッション1・il等の3．5を価保し，

　HIGH，　LOW，　REVERSEの3レンジトランスミッシ

　ョンの組み合わせにより，ファン走行とユーテでリ

　ティ走行を1ilii、“ノ1させた．

3．3　オンコマンドディファレンシャル

　図3に示すように，従来のフロントディファレンシャ

ルのピニオン軸を2分割とし，スリーブを介してエンジ

ンからの動力をON－OFFすることにより，2WD．一・

・1WDの切り替えができるようにした．スリーブは、サ

ー ボモータを作動させ，ラックアンドピニオンとフ．イ・…

クによりスライドする．サー．一ボモータの制御は，ハンド

ル部のr元スイッチのON．OFFで行うため，ノL行状

況に応じて簡li］．に2WD．．．．・1WDを選択することができ

る．これにより，ファン走行からユ…テでリティ走行ま

で幅広く使うことが｜り’能になった．
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3．2　エンジンブレーキ付Vベルトオートマチック

・ll図2に示す遠心クラッチと，　Vベルトオー．一トマチ

　　ックおよびカムタイフのワンウエイベアリングを細．

　　み合わせ，アイドリング状態でト’り」友をト’るような

　　時でも，ワンウエイベアリングを介して後輪からの

　　逆駆動jJをクランク軸へ伝え，エンジンブレーキを

図3　オンコマンドディファレンシャル
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マルチパーパスAW　YFM600FWA

目車体関係

　中1体は，エンジン排気㍑とマッチングさせた所有感の

ある中1格とし，バネ定数日∫変式リヤサスペンションを採

用して，走破性と乗り心luiの両、り1を1∫∫点に開発を行った．

図4は中1体のフィーチャーマップであり，以、ド特徴を紹

介する．

4．1　前後サスペンション

　（1）フロントサスヘンションは，シンプルな構造のス

　　トラットタイプのサスペンションとし，剛性の確保

　　と作動性の向ヒを行った．

　（2）リヤサスペンションには，バネ定数可変機構を採

　　川した．シ…ト横の切り替えレバーを操作すること

　　により，クッション側のカムを作動させ，直列なバ

　　ネ定数の異なる2種類のスプリングを，合成バネお

　　よび非合成バネとして使川する構造とした．この機

　　柚により荷物のね載，無積栽時の中1体の姿勢変化を

　　抑え，快適なオフロード走行をlr」能にすることがで

　　きた．

4．2　フユーエルタンク

　トップクラスの19L，フユーエルメータ付樹脂タンク

とし，無給油での長距離走行を1り’能とした．

4．3　シート

　ライディング時の自由度とヒップポイント部での乗り

心地の向kを確保するため，ハンマーヘッド形の異形シ

ー トを採川した．

4．4　フェンダ，オーバーフェンダ

　オフロード走行における泥はねや水はねを極力抑える

ため，前後に大型のオーバーフェンダを装着するととも

に，フロントフェンダ内側からの泥はねと水はね防1ヒの

ため，インナフラップを装着した．また，足元も対泥は

ね性に優れたフロアボードを採川した．デザイン的には

ミリタリービークルをイメージした直線的なデザインと

した．

日おわりに

　長いようで短い開発期間であったが，ビギナーから経

駁者まで，㍑い換えれば家族みんなで楽しく乗れるATV

の頂点モデルを開発することができた．

　今後も積極的に開発を継続することにより，ユーザー

に満足してもらえる商品を提供していきたいと考えてい

る．

ノ式バネ定数

ヤサスペンション

ヤフルシールド

ラムブレーキ

図4　車体のフィーチャーマップ
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